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こ
の
よ
う
な
地
域
に
ハ
リ
ア
ー
の
訓
練
基
地
が
建
設
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
ダ
ム
汚
染
、

爆
音
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
は
必
至
で
あ
る
。 

当
該
地
域
は
、
安
波
ダ
ム
の
貯
水
池
か
ら
わ
ず
か
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
く
、

安

波

部
落
も
近

く

、
周
辺
で
は
土
地
改
良
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
周
辺
の
山
林
は
、
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物
ノ
グ

チ
ゲ
ラ
や
天
然
記
念
物
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
等
の
貴
重
な
動
物
の
生
息
地
で
も
あ
り
、
安
波
ダ
ム
、
普
久
川
ダ
ム
等

県
民
生
活
に
不
可
欠
の
水
源
地
も
あ
る
。 

米
軍
は
、
沖
縄
県
国
頭
村
安
波
地
区
の
安
波
ダ
ム
付
近
に
、
垂
直
離
着
陸
機
ハ
リ
ア
ー
の
訓
練
基
地
を
建
設
し

よ
う
と
し
て
い
る
。 

 
こ
う
し
た
米
軍
の
暴
挙
に
対
し
、
沖
縄
県
議
会
や
国
頭
村
議
会
を
は
じ
め
県
下
の
市
町
村
議
会
が
相
次
い
で
抗 

米
軍
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
建
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

現
在
、
建
設
工
事
は
地
元
安
波
区
民
、
国
頭
村
民
を
は
じ
め
多
く
の
県
民
の
反
対
に
あ
い
一
時
的
に
中
断
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
米
軍
は
「
北
部
訓
練
場
に
ハ
リ
ア
ー
施
設
は
必
要
で
あ
り
、
現
在
地
が
最
良
で
あ
る
」（
二
月
二

十
日
、
米
海
兵
隊
報
道
部
発
表
）
と
し
て
、
建
設
計
画
を
決
し
て
断
念
し
て
い
な
い
。 

議
の
決
議
を
行
う
と
と
も
に
、
建
設
計
画
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
県
民
ぐ
る
み
の
基
地
反
対
運
動
が
急
速
に
高
ま

つ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

政
府
は
基
地
建
設
反
対
の
県
民
の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
米
軍
に
対
し
建
設
計
画
の
撤
回
を
直
ち
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
。 

し
か
も
重
大
な
こ
と
は
、
政
府
自
身
が
米
軍
の
こ
う
し
た
態
度
に
同
調
し
て
、
事
態
の
鎮
静
化
待
ち
の
姿
勢
を

と
り
つ
づ
け
な
が
ら
、
三
月
六
日
に
は
、
米
軍
の
要
請
で
「
赤
土
流
失
防
止
対
策
の
た
め
の
測
量
」
す
ら
始
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
め
、
改
め
て
次
の
点
に
つ
い
て
政
府
に
質
問 
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す
る
。 

一 

去
る
一
月
九
日
の
那
覇
防
衛
施
設
局
に
対
す
る
私
の
抗
議
に
際
し
、

当

局

の
弘
法
堂
那
覇
防
衛
施
設
局

長

は

、
「
米
軍
は
数
年
前
か
ら
ハ
リ
ア
ー
・
パ
ッ
ド
を
作
り
た
い
と
言
つ
て
お
り
、
要
請
を
受
け
、
数
カ
所
の
う

ち
か
ら
、
昨
年
一
月
、
安
波
ダ
ム
付
近
を
検
討
し
た
」
と
述
べ
た
。 

2 

米
軍
と
防
衛
施
設
庁
が
共
同
で
調
査
し
た
と
い
う
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
実
施
し
た 

1 

ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
の
建
設
に
つ
い
て
、
米
軍
当
局
か
ら
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
要
請
が
あ
つ
た
の
か
。
那

覇
防
衛
施
設
局
が
「
検
討
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
「
数
カ
所
」
と
は
ど
こ
か
、
そ
の
中
で
安
波
ダ
ム
付
近
を
最

良
の
場
所
と
し
て
選
定
し
た
理
由
は
何
か
。 

ま
た
、
一
月
二
十
一
日
外
務
省
に
対
す
る
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
の
申
入
れ
に
際
し
、
外
務
省
の
藤
井
北

米
局
長
は
、「
外
務
省
と
し
て
は
事
前
の
通
報
を
受
け
て
い
た
。
米
軍
と
防
衛
施
設
庁
が
共
同
で
調
査
を
し
た
は

ず
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。 

五 

 



 

4 

一
九
七
九
年
十
月
十
九
日
、

米

軍

キ

ャ

ン
プ
富
士
で
台
風
に
よ
る
強
風
の
た
め
、
移
動
式
燃
料
タ

ン

ク

（
ゴ
ム
製
）
が
崩
壊
、
大
量
の
ガ
ソ
リ
ン
が
流
失
し
多
数
の
死
傷
者
が
で
る
事
故
が
起
き
た
こ
と
が
あ
る
。 

3 

今
回
の
建
設
地
域
が
安
波
部
落
や
県
民
の
水
ガ
メ
で
あ
る
安
波
ダ
ム
の
貯
水
池
の
近
く
で
、
周
辺
の
山
林

は
貴
重
な
動
物
の
生
息
地
と
な
つ
て
い
る
。 

の
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
は
ど
う
か
。 

米
軍
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
今
回
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
訓
練
基
地
に
も
移
動
式
燃
料
補
給
用
ゴ
ム
袋
を

設
置
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
万
が
一
当
時
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
れ
ば
、
県
民
の
水
ガ
メ
で
あ
る
安
波
ダ 

こ
う
し
た
水
源
地
の
清
潔
保
持
の
問
題
を
は
じ
め
、
騒
音
問
題
や
自
然
破
壊
等
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。 

水
道
法
第
二
条
で
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

、
「

水
源
及
び
水
道
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
周
辺
の
清

潔
保
持
の
た
め
必
要
な
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

六 

 



 

二 

一
月
二
十
一
日
防
衛
庁
に
対
す
る
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
の
申
入
れ
に
際
し
、
防
衛
施
設
庁
は
、
新
た
な

ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
を
つ
く
る
理
由
と
し
て
、
米
軍
は
「
①
海
兵
隊
地
上
部
隊
と
の
連
携
訓
練
を
実
施
す
る
た

め
、
②
短
距
離
離
着
陸
の
で
き
る
長
い
パ
ッ
ト
が
必
要
、
③
一
カ
所
の
パ
ッ
ト
だ
け
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
米
海
兵
隊
報
道
部
の
発
表
に
よ
れ
ば

、
「

ハ

リ

ア
ー
・
パ
ッ
ド
は
、
縦
約
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
横
約
二
三
メ
ー
ト
ル
の
四
方
形
の
金
属
マ
ッ
ト
、
そ
の
周
り
に
は

縦
約
四
九
メ
ー
ト
ル
、
横
約
一
八
メ
ー
ト
ル
の
金
属
マ
ッ
ト
を
三
カ
所
に
敷
き
、
駐
機
場
に
す
る
。
さ
ら
に
、

野
戦
用
の
移
動
式
燃
料
補
給
用
ゴ
ム
袋
を
設
置
す
る
場
所
を
確
保
す
る
」（
一
月
十
二
日
付
沖
縄
タ
イ
ム
ス
）
と

し
て
い
る
。 

そ
こ
で
政
府
に
改
め
て
伺
い
た
い
。 

ム
の
汚
染
を
は
じ
め
、
周
辺
の
水
源
か
ん
養
林
の
火
災
な
ど
多
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
政
府
は
こ
う
し

た
危
険
を
承
知
の
う
え
で
、
な
お
現
在
地
が
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 
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5 

ハ
リ
ア
ー
機
は
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
す
る
の
か
、
複
数
機
以
上
の
同
時
離
着
陸
訓
練
も
や
る
の
か
。
更
に

は
、
海
兵
隊
地
上
部
隊
と
の
連
携
訓
練
と
は
ど
う
い
う
訓
練
を
す
る
の
か
、
安
波
海
岸
か
ら
の
上
陸
訓
練
や

付
近
の
安
波
ダ
ム
を
使
つ
た
訓
練
と
の
連
携
訓
練
等
も
あ
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た 

4 

新
し
い
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
を
使
つ
て
訓
練
し
よ
う
と
い
う
ハ
リ
ア
ー
部
隊
の
所
属
及
び
部
隊
名
と
そ
の

規
模
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

野
戦
用
の
移
動
式
燃
料
補
給
用
ゴ
ム
袋
の
使
用
目
的
は
何
か
。
そ
れ
に
は
ど
れ
だ
け
の
燃
料
を
ど
こ
に
設

置
す
る
の
か
。
そ
れ
は
常
設
の
設
備
に
な
る
の
か
。
そ
の
管
理
を
ど
う
す
る
の
か
。 

2 

建
設
さ
れ
る
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
の
滑
走
路
、
駐
機
場
な
ど
の
規
模
及
び
設
備
（
付
属
設
備
を
含
む
）
の
内

容
は
ど
う
か
。
滑
走
路
に
は
ラ
ン
プ
（
ジ
ャ
ン
プ
台
）
を
設
置
す
る
の
か
、
駐
機
場
は
最
大
何
機
駐
機
で
き
る

の
か
等
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 
米
軍
が
新
た
な
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
を
北
部
訓
練
場
に
建
設
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
何
か
。 
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三 

米
海
兵
隊
は
、「
最
新
鋭
の
Ａ
Ｖ

8
Ｂ
ハ

リ

ア

ー

Ⅱ

が
、
一
九
八
九
年
に
岩
国
基
地
に
配
備
さ
れ
、
沖
縄
は 

6 

言
う
ま
で
も
な
く
ダ
ム
を
使
つ
て
の
訓
練
は
、
県
民
の
大
切
な
水
ガ
メ
を
汚
染
す
る
と
し
て
、
県
民
が
強

く
反
対
し
て
い
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
軍
は
「
五
・
一
五
メ
モ
」
を
根
拠
に
、
渡
河
訓
練
な
ど
八
項
目
の
演
習
の
実
施
権
限

を
保
留
し
な
が
ら
、
特
に
、
①
小
型
舟
艇
操
作
訓
練
、
②
水
質
浄
化
訓
練
、
③
ヘ
リ
に
よ
る
消
火
訓
練
の
三

種
類
は
、「
絶
対
や
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
」（
五
十
八
年
十
一
月
の
三
者
連
絡
協
議
会
）
と
訓
練
を
行
う
意
向

を
表
明
し
つ
づ
け
て
き
た
。 

い
。 今

回
の
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
建
設
は
、
米
軍
の
ダ
ム
を
使
つ
た
訓
練
に
公
然
と
道
を
開
く
も
の
に
な
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
県
民
が
強
く
反
対
し
て
き
た
ダ
ム
の
訓
練
ま
で
も
認
め
よ
う
と

い
う
こ
と
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。 
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3 

新
型
の
Ａ
Ｖ

8
Ｂ
ハ
リ
ア
ー
Ⅱ
は
、
飛
行
能
力
、
電
子
装
備
の
性
能
も
人
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
核
攻
撃
能
力

も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
然
岩
国
、
沖
縄
基
地
の
核
攻
撃
機
能
が
強
化
さ
れ
、
同
基
地
の
危
険
性
を

一
層
高
め
る
も
の
と
な
る
。 

2 

岩
国
基
地
に
ハ
リ
ア
ー
部
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
た
五
十
二
年
当
時
、
運
営
効
率
化
を
理
由
に
そ
の
分
遣
隊

が
沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
に
配
備
さ
れ
、
事
故
も
多
発
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

1 

配
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ハ
リ
ア
ー
部
隊
の
所
属
、
部
隊
名
、
人
数
及
び
ハ
リ
ア
ー
機
数
等
を
具
体
的
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

そ
の
訓
練
基
地
に
な
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

今
回
岩
国
基
地
配
備
に
と
も
な
い
、
再
び
そ
の
分
遣
隊
が
嘉
手
納
基
地
な
ど
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
配
備
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

政
府
は
米
軍
基
地
の
こ
う
し
た
危
険
な
事
態
の
進
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。 

一
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四 
那
覇
防
衛
施
設
局
の
弘
法
堂
局
長
は
、
体
を
は
つ
て
で
も
建
設
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
県
民
の
真
剣
な
運
動

を
「
感
情
的
な
反
対
運
動
を
や
め
、
冷
静
に
な
つ
て
ほ
し
い
」
と
愚
弄
す
る
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
、「
訓
練
は
、

年
二
回
程
度
だ
か
ら
あ
ま
り
影
響
は
な
い
」
と
述
べ
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
言
い
方
に
終
始
し
て
い
る
。 

「
新
し
い
ハ

リ

ア

ー

訓
練
場
の
完
成
に
と
も
な
い
、
沖
縄
近
海
を
航
行
す
る
ハ
リ
ア
ー
機
が
訓
練
す
る
こ
と
も

あ
る
」
と
述
べ
、
沖
縄
の
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
が
、
米
軍
の
訓
練
の
た
め
に
今
後
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。 

2 

政
府
の
言
う
「
二
回
程
度
だ
か
ら
影
響
は
な
い
」
と
す
る
根
拠
は
何
か
、
訓
練
回
数
が
将
来
に
わ
た
つ
て
増

え
な
い
と
言
い
切
れ
る
の
か
、
県
民
の
納
得
の
い
く
説
明
を
さ
れ
た
い
。 

1 

「
既
存
の
基
地
も
使
用
す
る
」
と
言
う
が
、
ど
こ
の
基
地
を
使
う
の
か
。
一
回
の
訓
練
で
複
数
以
上
の
基
地

を
同
時
的
に
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

と
こ
ろ
が
米
軍
は
、
「
既
存
の
ハ
リ
ア
ー
・
パ
ッ
ド
を
含
め
、
あ
ち
こ
ち
で
訓
練
を
や
る
だ
ろ

う

」

と

か

、 

一
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五 
那
覇
防
衛
施
設
局
は
、
県
民
の
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
建
設
反
対
運
動
の
急
速
な
高
ま
り
の
中
で

、
「

県

か
ら

六
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
九
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
基
地
を
農
耕
地
と
し
て
返
還
す
る
要
請
が
出
て
い
る

が
、
今
回
の
問
題
で
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
か
、「
地
元
住
民
は
、
反
対
す
る
な

ら
施
設
の
代
替
地
を
示
す
べ
き
だ
」
と
地
元
住
民
の
切
実
な
願
い
を
敵
視
し
、
踏
み
に
じ
る
言
動
を
行
つ
て
い

る
。 

し
か
も
、
「
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
」
は
政
府
自
身
の
方
針
で
は
な
い
の
か
。 

県
民
の
切
実
な
要
求
を
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
建
設
と
の
交
換
条
件
に
す
る
と
か
、
基
地
撤
去
を
要
求
し
て
い

る
側
に
代
替
地
を
捜
せ
な
ど
と
い
う
本
末
転
倒
し
た
政
府
の
無
責
任
な
態
度
は
、
言
語
道
断
で
あ
り
絶
対
に
許

さ
れ
る
も
の
で
な
い
。 

「
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄
を
」
と
い
う
の
は
本
土
復
帰
の
原
点
で
あ
り
、
沖
縄
県
民
共
通
の
願
い
で
あ
る
。 

今
回
の
新
た
な
ハ
リ
ア
ー
訓
練
基
地
建
設
計
画
に
対
し
て
、
沖
縄
県
議
会
を
は
じ
め
、
国
頭
村
議
会
、
周
辺 

一
二 

 



 

 

一
三 

市
町
村
議
会
が
、
建
設
の
即
時
中
止
と
北
部
訓
練
場
の
撤
去
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
相
次
い
で
採
択

し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
基
地
建
設
反
対
の
県
民
の
願
い
で
あ
り
、
県
民
の
意
志
で
あ
る
。
政

府
は
こ
れ
ら
の
地
方
議
会
の
意
見
書
や
県
民
の
願
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
県
民
の
一
致
し
た
意
志
を

無
視
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
計
画
を
あ
え
て
優
先
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
か
。 

政
府
は
こ
う
し
た
県
民
の
願
い
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
直
ち
に
米
軍
当
局
に
対
し
基
地
建
設
計
画
の
撤
回
を

要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
北
部
訓
練
場
の
撤
去
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


